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社前の誓い・無火災

ことしの出初め式から

　6日、恒例の消防団第1分団（千手地区）出初め式が

行われました。会場は昨年に引き続いて千手神社の境内

社前で予防消防の徹底を誓い合って士気を高めました。
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騨欝霧難騒、軽、鎌藍

翠
蝋

掬欝

発
　

甕

臨

馨
櫛鎚

鶏

轍 騨

。1月の休日救急医
　　　　　　（10日以降）
十日町病院TEL2－3161
中条病院TEL2－3018
池田医院TEL2－2581
山ロ医院TEL2－2174

13日

15日

20日

27日

　
住
宅
関
係
の

　
お
知
ら
せ
二
件

県
土
木
部
建
築
住
宅
課
か
ら
掲
載

依
頼
を
受
け
て
、
次
の
二
件
を
お
伝

え
し
ま
す
。

①
住
宅
金
融
公
庫
の
四
＋
八
年
度

個
人
住
宅
資
金
の
融
資
申
込
み
受

付
け
は
、
一
月
十
二
日
で
締
切
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

②
日
本
住
宅
公
団
の
四
十
九
年
度

特
定
分
譲
住
宅
仮
受
付
け
説
明
会

が
、
最
寄
り
で
は
、
一
月
三
十
日

午
後
一
時
半
か
ら
長
岡
市
の
長
岡

総
合
庁
舎
（
四
郎
丸
）
で
開
か
れ

ま
す
。
　
（
特
定
分
譲
住
宅
と
い
う

の
は
、
事
業
主
に
対
し
、
公
団
が

建
設
し
て
分
譲
す
る
社
宅
向
の
分

譲
住
宅
の
こ
と
で
す
。
）
ご
希
望

の
事
業
所
は
ど
う
ぞ
。
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第
二
次
・

総
合
計
画
審
議
会
発
足

委
員
今
秋

六
十
人

打

ち
上

げ
を
目
途
に

　
前
回
、
昭
和
四
十
四
年
に
策
定
し
た
総
合
開
発
計
画
（
基
本
構
想
・
基
本
計
画
・
実
施
計
画
の

三
本
立
て
に
な
る
）
の
う
ち
、
五
か
年
を
展
望
し
た
基
本
計
画
期
間
の
経
過
を
ひ
か
え
て
、
昨
年

暮
れ
に
、
第
二
次
と
も
呼
ぶ
べ
き
町
総
合
開
発
計
画
審
議
会
が
発
足
し
、
国
県
の
方
向
と
歩
調
を

合
わ
せ
て
、
新
し
く
昭
和
六
十
年
を
目
標
と
し
た
基
本
構
想
に
は
じ
ま
る
一
連
の
総
合
計
画
に
つ

い
て
、
今
秋
登
申
を
メ
ド
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
会
長
に
は

　
　
　
小
林
議
長

　
新
し
い
審
議
会
は
、
十
二
月
二
十
一

日
、
役
場
で
第
一
回
の
会
合
を
開
き
、

根
津
町
長
の
あ
い
さ
つ
、
星
名
企
画
室

長
に
よ
る
審
議
会
条
例
等
の
説
明
を
受

繋難

叢
　　・1灘

灘灘軽鰯鱗懸覇
辮
鐵

け
た
後
、
正
副
会
長
の
互
選
を
行
い
、

引
き
続
き
町
長
の
諮
問
趣
旨
説
明
を
経

て
、
最
後
に
部
会
の
構
成
を
終
え
ひ
と

ま
ず
、
こ
の
日
は
散
会
し
ま
し
た
。

　
委
員
数
は
、
前
回
よ
り
二
十
人
増
の

六
十
人
で
、
そ
の
内
訳
は
、
町
議
会
議

員
が
全
員
（
二
十
二
人
）
、
教
育
委
員

　
　
　
　
　
　
四
人
、
農
業
委
員
五
人

審
議
会
初
会
合
の
も
よ
う

団
体
等
の
役
職
員
十
五

人
、
学
識
経
験
者
十
四

人
と
な
り
、
地
域
別
で

は
千
手
二
十
人
、
上
野

十
人
、
橘
十
六
人
、
仙

田
十
四
人
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
女
性
二
人

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
六
十
人
が
、
五

つ
の
部
会
に
分
か
れ
て

各
所
管
事
項
に
つ
い
て

審
議
を
重
ね
る
わ
け
で

部
会
名
、
部
会
別
の
委

員
氏
名
（
各
十
二
人
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
◎
委
員
長
・
○
副
委

員
長
、
順
不
同
）

総
合
部
会
小
林

申
一
、
平
野
圭
二
、
丸

山
恒
正
、
高
橋
友
義
、

小
川
清
次
、
清
水
儀
七
、
丸
山
英
一
、

◎
和
久
井
精
一
、
高
津
正
、
藤
巻
寛
治

．
小
林
正
人
、
○
登
坂
敬
恒
、
た
だ
し
、

以
上
の
ほ
か
に
他
の
四
部
会
か
ら
委
員

長
が
加
わ
る
。

　
産
業
部
会
平
野
義
一
、
O
清
水

守
平
、
蔵
品
茂
雄
、
中
村
金
作
、
水
品

正
一
郎
、
富
井
源
蔵
、
◎
水
落
達
一
、

丸
山
欽
一
郎
、
山
田
喜
雄
、
桑
原
要
雄

小
林
定
二
、
押
木
二
吉

　
建
設
部
会
田
中
与
三
郎
、
◎
数

藤
亘
、
南
雲
虎
一
、
羽
鳥
力
夫
、
清
水

富
二
郎
、
渡
貫
栄
一
、
滋
野
一
郎
、
戸

田
哲
次
、
○
田
口
一
男
、
高
橋
弥
太
郎

茂
野
寅
一
、
中
村
平
作

　
文
教
部
会
村
山
義
雄
、
藤
本
テ

イ
、
太
田
長
栄
、
高
橋
文
一
、
馬
場
卜

禅
、
今
井
誉
夫
、
戸
田
専
治
、
◎
丸
山

宗
太
郎
、
須
藤
茂
一
、
○
田
中
茂
、
中

条
恒
信
、
小
林
与
作

　
厚
生
部
会
◎
平
野
正
義
、
金
山

良
晃
、
藤
本
秀
雄
、
清
水
京
平
、
富
井

正
治
、
清
水
ハ
ル
、
羽
鳥
欣
一
、
山
口

淳
一
、
○
須
藤
寛
蔵
、
登
坂
茂
、
小
川

伊
作
、
斉
木
定
太
郎

　
ま
た
、
以
上
の
顔
ぶ
れ
の
委
員
か
互

選
に
よ
っ
て
選
ぶ
審
議
会
の
正
副
会
長

人
事
に
つ
い
て
は
、
会
長
に
小
林
申
一

副
会
長
に
前
回
同
様
で
清
水
儀
七
の
両

氏
が
決
定
．
し
て
い
ま
す
。

　
部
会
中
心
に

　
　
　
審
議
を
続
行

　
　
　
　
　
　
　
ケ

　
『
四
十
三
年
に
審
議
会
を
設
け
て
諮

問
し
、
翌
四
十
四
年
八
月
答
申
、
同
年

十
一
月
に
議
決
を
経
た
前
回
計
画
の
成

果
は
高
く
評
価
さ
れ
、
第
一
次
五
か
年

計
画
も
本
年
度
を
も
っ
て
所
期
の
目
的

を
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
方
自
治

は
も
と
よ
り
、
住
民
生
活
に
お
い
て
も

重
大
転
機
に
直
面
し
て
い
る
お
り
か
ら

時
局
を
ふ
ま
え
、
か
つ
、
長
期
の
展
望

に
立
っ
て
町
政
の
す
べ
て
の
部
門
に
わ

た
る
第
二
次
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た

っ
て
ほ
し
い
。
』
旨
の
諮
問
を
受
け
て

審
議
会
と
し
て
は
、
ま
ず
、
今
月
中
に

各
部
会
の
初
会
合
を
も
ち
、
以
後
、
前

回
の
経
験
を
十
分
に
生
か
し
な
が
ら
、

さ
し
あ
た
り
部
会
中
心
の
作
業
を
進
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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＝
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＝
一

町
議
会
報
告

一
般
会
計
。
四
千
三
百
万
の
追
加

　
　
　
　
　
　
文
化
財
保
護
条
例
を
制
定

　
第
十
一
．
回
町
議
会
定
例
会
は
十
二
月

二
十
四
日
に
招
集
と
な
り
、
会
期
三
日

間
で
条
例
制
定
や
四
十
八
年
度
の
一
般

特
別
各
会
計
予
算
の
補
正
、
四
十
七
年

度
各
会
計
決
算
の
認
定
、
請
願
な
ど
多

数
の
案
件
を
審
議
し
て
激
動
の
年
に
区

切
り
を
っ
け
ま
し
た
。

　
四
十
八
年
度
予
算
の
補
正
で
は
、
一

般
会
計
が
職
員
給
を
は
じ
め
四
千
二
百

九
十
万
の
追
加
に
よ
っ
て
総
額
十
億
四

千
三
百
六
十
九
万
六
千
円
と
規
模
を
伸

し
た
こ
と
、
条
例
関
係
で
文
化
財
保
護

条
例
が
実
現
し
た
こ
と
な
ど
が
目
に
つ

き
ま
す
。
ま
た
、
日
程
の
最
後
に
、
町

政
に
対
す
る
一
般
質
問
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
水
落
・
田
中
与
・
平
野
圭
・
平
野

正
各
議
員
が
、
こ
ん
ご
の
農
政
、
公
害

対
策
、
公
共
事
業
に
対
す
る
方
針
な
ど

を
た
だ
し
ま
し
た
。

議
決
し
た
条
例

囚
M
川
西
町
文
化
財
保
護
条
例
　
囹
同
文

化
財
調
査
審
議
会
設
置
条
例
囹
昭
和

四
十
八
年
度
に
お
け
る
期
末
手
当
の
割

合
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
　
幽
川
西

町
議
会
議
員
の
昭
和
四
十
八
年
度
に
お

け
る
期
末
手
当
の
割
合
等
の
特
例
に
関

す
る
条
例
　
囹
同
議
会
議
員
の
報
酬
及

ぴ
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
条
例
　
圏
同
総
合
開
発
計
画
審
議

会
条
例
の
一
部
改
正
条
例
　
囹
同
町
政

事
務
嘱
託
員
条
例
の
一
部
改
正
条
例

請
願
の
審
査
状
況

く
継
続
分
V
◎
白
倉
小
中
学
校
用
水
泳

プ
ー
ル
建
設
に
関
す
る
請
願
“
採
択

◎
白
倉
小
中
学
校
完
全
給
食
実
施
に
関

す
る
請
願
”
採
択

《
閥
新
規
分
V
◎
室
島
深
瀬
橋
か
け
替
え

に
関
す
る
請
願
“
建
設
社
会
委
員
会
に

付
託
　
◎
精
神
薄
弱
成
人
施
設
を
設
置

し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
に
つ
い
て
の

請
願
髄
総
務
文
教
委
員
会
付
託
　
◎
祝

日
及
ぴ
正
月
二
日
、
三
日
の
郵
便
配
達

廃
止
の
請
願
髄
総
務
文
教
委
員
会
に
付

託
後
採
択
　
◎
小
脇
分
校
深
井
戸
掘
削

に
関
す
る
請
願
“
総
務
文
教
委
員
会
に

付
託
　
◎
町
道
山
ノ
根
線
の
舗
装
に
関

す
る
請
願
“
建
設
社
会
委
員
会
に
付
託

死亡事故○言へ

　500日挑戦、
（S47」0・5以来）

川西町交通安全対策協議会

川西町交通安全協会

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
　
：
：
：
：
　
①

【
千
手
地
区
】

○
中
島
町
・
阿
部
武
　
O
山
野
田
・
畠

山
富
雄
　
○
発
電
所
通
り
・
押
木
フ
サ

エ
　
O
永
久
公
舎
・
南
雲
秀
雄
　
〇
四

郎
兼
・
平
野
喜
八
郎
　
○
東
善
寺
・
平

野
美
代
　
O
上
町
・
平
野
徳
治
　
O
中

央
町
・
丸
山
郁
三
郎
　
O
田
中
町
・
太

田
政
雄
　
O
神
社
町
・
高
橋
和
子

○
学
校
町
・
丸
山
芳
枝
　
O
中
屋
敷
・

茂
野
不
二
男
　
○
寺
尾
・
清
水
久
｝

O
木
島
・
小
林
雄
三
郎
　
O
沖
立
・
星

名
安
信
　
O
伊
友
・
星
名
忠
夫
　
○
高

原
田
・
丸
山
喜
三
郎
　
○
坪
山
・
高
橋

啓
三
郎
　
O
霜
条
・
星
名
一
正
　
○
鶴

吉
・
田
村
健
三

【
上
野
地
区
】

○
新
町
新
田
・
丸
山
仲
二
　
〇
小
根
岸

・
小
海
正
太
郎

【
橘
地
区
】

○
木
落
・
山
家
誠
二
　
〇
寺
ケ
崎
・
清

水
邦
吉
　
O
塩
辛
・
藤
巻
博
　
O
仁
田

・
佐
藤
寅
夫
　
O
野
口
・
星
野
政
幸

○
原
田
・
丸
山
康
一
　
〇
根
深
・
丸
山

久
一
郎
　
○
下
原
・
田
中
久
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

｝
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事情の公表
会計決算を議会の認定に付するに
に基づく資料を表示するとともに
四半期末現在の収支状況等、本町
し、各位のご参考に供します。

　　　　川西町長根津正三

政
簿
姦
明

　　・財

　昭和47年度
あたり決算統
昭和48年度第
の財政事情を

　　昭和48年

一その1 一

決算額合計表昭和47年度

区　　　　　　分 予算額
決　　　　算　　　　額 執行割合 摘　　　　要

歳　　入 歳　　出 収支差引 歳入 歳出

一般会　計
総　　額
繰入繰出
純　　計

　　円716，53乙，000

　　0716，5ろ5，000

　　円721，580，ろ51

　　0721，580，5ろ1

　　円685．429741

△18，825，959

666，605，802

　　円55，950，590

18，825，％9

54，776，529

　％
10〔L7

％
9
5 ．7

国保　事業
特別会計

総　　額
繰入繰出
純　　計

1ろ6，070，000

5，000，000

1ろ1，070，000

136，112，875
5，000，000

1ろ1，112，87ろ

129064，184

　　0122064，184

ス048，689

△5，000，000
2，048，689

10aO 94．9
一般会計から

　5，000，000円

国　保　施設
特　別　会計

総　　額
繰入繰出
純　　計

494ろ4，000

△5，822，000
45，612，000

42，968，450

△4，014，405
ろ8，954，047

4ス2ろ5，469

　　04ス2ろ乙，469

△4，265，019

△4，014，405

△8．279422

86㌧9 95．5
→投会計から

　4，014，405円

農業共済事業
特別　会計

総　　額
繰入繰出
純　　計

59716，000
△2，461，000
ろZ255，000

55，558，648

△2，461，000
55，07ス648

15，7乙ろ，797

　　015，7ろ5，797

19804，851
△2，461，000
1Zろ45，851

895 5916
一般会計から

　2，461，000円

簡易水道事業
特別　会計

総　　額
繰入繰出
純　　計

78．559000
△1ス626，000
60，753，000

65，505，021

△5，000，000
60，505，021

76，721，ろ18

　　076，721，518

△11，216，297

△5，000，000
△16，216，297

856 gz9
一般会計から

　5，000，000円

仙田へき地出張
診療所特別会計

総　　額
繰入繰出
純　　計

8，764，000

△1，891，000
6，875，000

6，686，617

△1，89〔㌧556

4，796，061

8，208，989

　　08，208，989

△1，522，ろ72

△1，890，556
△ろ，412，928

76．5 95．7
一般会計から

　1，890，556円

歯科診療所
特別会計

総　　額
繰入繰出
純　　計

8，882，000

△460，000
8，422，000

g841，676
△459980
臭581，696

8，66ろ，825

　　08，665，825

1．17ス855

△459980
71Z87ろ

111．0 9Z5
一般会計から

　459980円

合　　　　　計

　　●

総　　額
繰入繰出
純　　計

1，05Z558，000

△55，260，000

1，004，298，000

1，018，0ろ5，616

△18，825，959

99920Z677

971，055，521

△18，825，959

952．229582

46，978，295

　　046，978，295

98．1

995

956

94．8

前年　度　純計 791，556，000 785，151，760 762，061，469 25，070，291 992 96．ろ

資

投
　
　
費

　
　
　
務

　
　
　
総

議
会
費
”
％

費
　
％
債
妙
公
　
日
費

災
害
復
ー

的18．6％

経
　
費民生費

　　　1ろ．9％

歳出合計
685，429，741円

a
％

1鷺／萎1礁

〆消1緊桿校昼
　　　　　　　6．4％

　　　，総務費↑g

費消防費饗』

1ZO％

61．5

中学校費　　2．4％

幼稚園費　　0．8％

社会教育費0．6％

保健体育費55％

昭和47年度一般会計歳入歳出決算図表

懲

土木費

財
　　分担負担金2。2％
源
　　　用料手数料
　　　　　　1。1％
　　　財産収入1．乙％
　2．2

　　％

　　　繰入金0．ろ％

的

2，．逃
町

寄付金2．1％
歳入合計
721，380，331円

経

費

　　　地方債

　　　　　15．5％
県支出金

＼　60％　ノ
国庫支出金

　　5。5％

徽轟
自動車取得税交付金1．1％

献方交4・曾％税

他
力
的
（
窒
財
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へ

児
童
手
当
支
給
範
囲
の
拡
大

事
前
請
求
を
受
け
付
け
中

　
児
童
手
当
は
、
児
童
の
健
全
か
つ
す

こ
や
か
な
育
成
を
願
い
、
家
庭
の
生
活

安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
十
八
歳

未
満
の
児
童
三
人
以
上
を
養
育
す
る
か

た
を
対
象
と
し
て
、
四
十
七
年
一
月
か

ら
支
給
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
第
三
子
以
降
が
昭
和
三
十

八
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
場
合

月
額
三
千
円
の
手
当
を
支
給
し
て
い
ま

す
が
、
四
月
か
ら
、
第
三
子
以
降
が
義

務
教
育
終
了
前
で
あ
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
目
下
、
そ
の
事
前
請
求

を
受
け
付
け
中
で
す
か
ら
、
該
当
者
は

バ

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
社
会
課
窓
口

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
請
求
に
は
、
次
の
も
の
が
必
要
で
す

①
印
鑑
、
②
請
求
者
の
普
通
預
金
口

座
の
番
号
、
③
請
求
者
が
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
い
る
場
合
は
厚
生
年
金
保
険

被
保
険
者
証

　
請
求
者
と
い
う
の
は
、
次
の
か
た
を

さ
し
ま
す
。

◎
児
童
の
父
ま
た
は
母

◎
父
母
以
外
の
か
た
が
養
育
す
る
場

　
合
は
、
児
童
の
生
計
を
維
持
す
る
者

　
こ
の
請
求
者
が
、
公
務
員
で
あ
る
場

合
、
手
続
き
は
職
場
の
給
与
担
当
係
へ

　
　
　
　
き
叢

　　　　　　高倉ロッジが完成

　高倉松葉平の休養団地に入居予定の20人が共同

出資して建築中の共同・ッジが、さる12月22日完

成し、翌23日に現地で完工記念パーテーが行われ

ました。・ッジは、木造2階建で延41坪、団地に

も高倉国際村の名がつけられました。

　　　　　　　　　（写真、パーテーのもよう）

、＿　バ　　＿　尺　　　　　劉　一〕一一一一）～　　＿　パ　　7

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
不
明
な
点
は
、
社
会
課
の
年
金
係
へ

ど
う
ぞ
。

国
民
年
金

保
険
料
の
改
正

　
国
民
年
金
保
険
料
が
一
月
か
ら
改
正

に
な
り
ま
し
た
。
年
金
額
の
改
善
に
伴

う
保
険
料
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、

十
一
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で

す
が
、
一
月
分
か
ら
次
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
た
わ
け
で
す
。

①
定
額
だ
け
の
場
合
月
九
〇
〇
円

（
旧
　
月
五
五
〇
円
）

②
附
加
保
険
料
加
算
の
場
合
　
月
額

一
、
三
〇
〇
円
（
旧
　
月
九
〇
〇
円
Y

③
五
年
年
金
月
九
〇
〇
円
（
旧

七
五
〇
円
）

　
旧
保
険
料
に
て
一
月
分
以
降
を
納
入

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
新
保
険
料
と
の

差
額
を
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
四
月
か
ら
は
三
か
月
分

　
納
入
に

　
新
年
度
か
ら
は
、
国
民
年
金
の
記
録

事
務
が
、
電
算
処
理
に
切
り
替
わ
る
運

ぴ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
電
算
シ
ス
テ
ム

に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
入
方
法
が
一
部

変
更
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
毎
月
一
か
月

石
油
情
勢
は
、
価
格
の
急
騰
に
加
え
て

産
油
国
の
原
油
供
給
量
の
大
幅
削
減
に

ま
で
発
展
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
石
油
を
主
た
る
発
電
用
燃
料

（
総
発
電
容
量
の
約
七
〇
％
が
火
力
発

高
橋
　
明
美
　
　
弘
　
長
女
　
三
　
領

金
子
　
美
雪
　
澄
男
　
二
女
　
岩
　
瀬

宮
本
　
里
香
　
昌
幸
　
長
女
発
電
所
通

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

電
所
）
と
し
て
使
用
し
て
お
り
ま
鰭
（
◎
新
郎

気
事
業
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
深
亥
な
　
◎
新
婦

問
題
で
あ
り
ま
す
．
　
　
　
（
◎
新
郎

　
各
ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
不
　
◎
新
婦

驕
鰐
留
終
護
騒
加
躍
（
◎
◎
翻

減
に
ご
協
力
を
た
硝
り
享
よ
う
お
（
◎
新
郎

願
い
申
し
上
げ
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
新
婦

東
北
電
力
株
式
会
社

　
　
　
＋
日
町
営
業
所

圃
庁
内
人
事

▽
配
置
換
え
／
一
月
一
日
付
（
◎
新
郎

企
画
室
・
小
海
正
隆
（
産
業
課
力
ら
）
　
◎
新
婦

　
　
　
　
田
村
　
基
山
野
田

　
　
　
　
田
村
　
悦
子
　
山
野
田
か
ら

　
　
　
　
上
村
英
夫
元
町

　
　
　
　
富
井
恵
美
子
　
十
日
町
か
ら

　
　
　
　
川
崎
啓
一
越
ケ
沢

　
　
　
　
石
原
　
洋
子
　
埼
　
玉
か
ら

　
　
　
　
戸
田
弘
康
仁
田

　
　
　
　
黒
山
　
操
東
京
か
ら

（
◎
新
郎
山
田
弘
好
仁
田

◎
新
婦
　
武
田
　
章
子
　
山
　
形
か
ら

（
◎
新
郎
田
村
正
司
高
原
田

◎
新
婦
　
田
村
　
安
子
　
高
原
田
か
ら

（
◎
新
郎
佐
藤
義
夫
小
脇

◎
新
婦
　
霜
山
く
に
子
　
福
　
島
か
ら

　
　
　
　
佐
藤
幹
夫
小
脇

　
　
　
　
桐
生
　
悦
子
　
大
白
倉
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

訂
正
と
お
わ
び

　
前
号
の
納
税
メ
モ
中
、
　
「
今
月
は
固

定
資
産
税
第
四
期
分
の
納
期
で
す
。
」

と
あ
っ
た
の
は
、
　
「
今
月
は
住
民
税
第

四
期
分
の
納
期
で
す
。
」
の
誤
り
で
し

た
。
訂
正
し
て
お
わ
ぴ
し
ま
す
。

きむ

籍
轟
鱗
矯
…
羅
繊
撰
雛
㎜

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
カ
に

節
電
の
お
願
い

す
で
に
ご
承
知
の
よ
う
に
、
最
近
の

江
口
浩
二

小
林
英
樹

高
橋
美
也
子

丸
山
　
真

正久芳通
男：男夫博

馬
場
文
夫

古
澤
英
保

山
岸
シ
ヅ

江
口
光
雄

小
川
は
る
ゑ

高
橋
鉄
成

高
橋
リ
ヤ

南
雲
ギ
ン

中室上赤小霜上元
仙　　　　白
田島野谷倉条野町

八八七五五五四三
一一六八三〇〇六

納
税
メ
モ

特
別
土
地
保

有
税
の
申
告

昨
年
七

月
一
日

以
降
に

一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
地

を
取
得
し
た
か
た
は
、
二
月
末
日

ま
で
に
申
告
と
納
税
を
し
て
く
だ

さ
い
。
税
率
は
、
取
得
価
格
か
ら

固
定
資
産
税
課
税
標
準
額
を
差
し

引
い
た
額
の
百
分
の
三
で
す
。
な

お
、
農
林
業
経
営
規
模
拡
大
等
の

非
課
税
適
用
申
告
書
を
提
出
認
定

に
よ
っ
て
、
納
税
の
必
要
が
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
税
務
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

長長三二
男女男男

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
　
【
E
月
分
】

＊
入
手
品

こ
ぴ
き
用
の
こ
ぎ
り
、
ぼ
う
し
（
し
ゅ

ろ
）＊
寄
贈
者
ー
敬
称
略

水
落
栄
作
（
仁
田
）
、
羽
鳥
和
夫
（
仁

田
）

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出

は
、
一
月
末
日
ま
で
で
す
。

上赤寺小
　　　白
野谷尾倉

5
　
　
か
わ
に
レ

£
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

O
老
い
ぬ
れ
ば
老
の
用
あ
り
年
の
暮

炬
燵
よ
し
椙
火
な
お
よ
し
雪
に
住
み

寒
釣
り
の
今
日
も
来
て
お
り
焚
火
し
て

　
雪
晴
れ
間
硝
子
戸
越
し
の
薄
日
洩
れ

　
雪
お
ろ
し
お
昼
告
げ
合
う
屋
根
と
屋
根

　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

　
シ
ク
ラ
メ
ン
満
開
の
日
の
ク
リ
ス
マ
ス

　
酔
客
を
送
り
又
客
松
の
内

　
民
宿
の
炉
火
な
つ
か
し
み
ス
キ
ー
客

　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

　
音
も
せ
ぬ
ま
ま
降
り
積
り
夜
の
雪

　
背
戸
裏
に
来
て
み
そ
さ
ざ
い
尾
羽
根
立
て

O
ぼ
っ
か
り
と
梢
に
日
当
る
霜
の
朝




